
計
測
・
診
断

URL：http://www.sanken.osaka-u.ac.jp/labs/nnf/index.html

< スタッフ > 竹田 精治 教授、吉田 秀人 准教授、神内 直人 助教、麻生 亮太郎 助教

産業科学研究所　竹田研究室

最新研究トピックス

TOPICS1
　

環境制御型・高分解能透過電子顕微鏡の
開発

気体・固体反応の原子スケール観察を可能にする、環境制
御型透過電子顕微鏡（ETEM）の開発

最新研究トピックス

TOPICS2
　

金属ナノ粒子触媒による気体反応メカニズム
の原子・電子構造的解析

 •	活性中に系統的に形態変化する金ナノ粒子触媒
 •	触媒活性中の担持金属ナノ粒子の表面と相互作用する気
体分子の可視化

 •	活性中の金チタニア触媒の構造
 •	触媒活性中の金ナノ粒子の原子スケール微小運動の観測

最新研究トピックス

TOPICS3
　

カーボンナノチューブ生成プロセスの原子ス
ケールその場観察

 •	カーボンナノチューブ成長中の触媒ナノ粒子の構造の解明
 •	カーボンナノチューブ成長初期過程の解明
 •	カーボンナノチューブ成長におけるモリブデン添加効果

最新研究トピックス

TOPICS4 　
Li 二次電池ミクロ界面のイオン拡散時間応
答の可視化技術の開発

ナノ構造とその機能の評価には電子顕微鏡法は必須の手法
です。特に、電子顕微鏡を利用したナノ構造・ナノデバイス
の生成プロセスの評価、及び機能発現中（動作中）のナノ
構造・ナノデバイスの評価は、今後極めて重要になります。
当研究分野では、気体中のナノ構造・ナノデバイスを原子ス
ケールで観察できる高分解能の環境制御型透過電子顕微鏡

（ETEM）を開発してきました。この ETEM を利用して、各
種気体と固体の界面で生じる動的な現象を、原子・電子構
造的に解析することで、新規なナノ構造・ナノデバイスの生
成プロセスや機能の開発に貢献しています。また、自分た
ちで新規なナノ構造を創成し、その構造・特性を主に電子
顕微鏡で調べています。

ナノスケールでの構造ならびに特性・機能を実験的に高精度で
評価する手法を開発・活用し、ナノ材料科学の高度化を目指す
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